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研究成果の概要（和文）：タイプ標本は、「種」を定義する上で基礎的な資料であり、学術的に重要である。し
かし、タイプ標本の観察は、分類学において不可欠であるが、閲覧が容易でないため、若手研究者が分類学を敬
遠する原因になっている。本研究は、日本産白亜紀アンモナイトを例に古生物タイプ標本の3Dスキャンと写真撮
影を行い、タイプ標本の3Dデータネットワークの構築を試みた。日本は白亜紀アンモナイトが多産することか
ら、これまで多くの研究者によって研究がなされ、タイプ標本の数は300を越える。本研究は、タイプ標本を所
有している研究機関を訪れ、タイプ標本の3Dおよび写真データを取得した。データは、インターネット上で公開
した。

研究成果の概要（英文）：When finding a fossil, researchers need to decide whether the fossil is new 
or a known species by way of consulting systematic descriptions and photographs from past papers. 
Recently, development of electronic journals is removing the burden to gather papers. However, the 
best way is to directly observe the type specimens thus making it possible to check its 
characteristic features. There is no easy way for researchers to gather papers and to make a search 
of specimens housed in research institutes.If digital images of type specimen are also made avaiable
 online, the 3D digital models are useful.
Cretaceous strata which has yielded abundant ammonoids are widely distributed throughout Japan. Over
 300 the type specimens (holotype) are held in Japan.It is our aim to share on a building of network
 of 3D digital models of the type specimens of Cretaceous ammonoid in Japan. 
I think that the project will become significantly contribute to research fields such as taxonomy 
and biostratigraphy.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
取得したデジタルデータは、3D digital model database Type Specimen of Cretaceous ammonoid in Japan 
(http://www.museum.tokushima-ec.ed.jp/tsujino/3d_typespecimen_renewal/index.html)において公開した。
現段階で16施設、311点のタイプ標本のデジタルデータをウェブサイト上で公開している。以上のような取り組
みによって，古生物タイプ標本の観察がより容易になり、分類学だけでなく応用的な研究の発展にもつながるこ
とを期待する。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
タイプ標本は、新種が発見された場合、その新種の特徴を現している典型的な個体を選び、

指定したものであり、種を定義づける基礎的資料である。そのため、タイプ標本は、新種の“戸
籍謄本”のような存在であり、動植物学・古生物学分野において重要な役割を担っている標本
といえる。また、東日本大震災で自然史標本の保全が遅れたことに起因し、近年、自然史標本
の文化財化に関する動きもある。タイプ標本は、まさに自然史分野における文化財といえる。 
 
２．研究の目的 
タイプ標本は、動植物学・古生物学分野において種を定義する基礎的資料であり、学術的に

重要である。しかしながら、タイプ標本の保管は、各収蔵施設に依存しているため、人員やシ
ステム管理が不十分な施設では、標本が行方不明になるケースがある。また、タイプ標本の観
察は、主に分類学において不可欠であるが、標本の閲覧が容易でないため、若手研究者が分類
学を敬遠する一因にもなっている。そこで本研究は、古生物のタイプ標本の写真撮影および 3D
スキャンを行うことで、タイプ標本の 3D データベースを構築し、他の古生物の標本データベ
ースとのネットワーク化をめざす。本研究によって、タイプ標本の閲覧が容易になり、分類学
をはじめ、応用的な学術研究の発展にもつながる。 
 
３．研究の方法 
本研究では、古生物資料の数ある分類群の中で、主に申請者が研究対象にしている白亜紀ア

ンモナイトを対象とする。日本は、白亜紀アンモナイトが多産することで世界的にも有名であ
る。これまで多くの研究者によって白亜紀アンモナイトが研究され、多くの新種が設立され、
指定されたタイプ標本（ホロタイプやレクトタイプ、ネオタイプ）は、300 点を超える。 
白亜紀アンモナイトのタイプ標本は、全国 17箇所の大学や国公立博物館などに所蔵されてい

る。また、一部は化石愛好家の個人所有となっている。これらについては、各施設に赴き、写
真撮影や 3Dスキャンを行う。その後、古生物タイプ標本の 3D データのウェブサイトに、取得
データを随時更新する。 
 
４．研究成果 
以下の年度ごとに、博物館および大学等で収蔵されている白亜紀アンモナイトのタイプ標本

の 3Ｄデータの取得および写真撮影を行った。取得したデジタルデータは、ウェブサイトの 3D 
digital model database Type Specimen of Cretaceous ammonoid in Japan 
(http://www.museum.tokushima-ec.ed.jp/tsujino/3d_typespecimen_renewal/index.html) に
おいて公開した。現段階で 16 施設、311 点のタイプ標本（ホロタイプ、ネオタイプ、レクトタ
イプ）のデジタルデータをウェブサイト上で公開している。 
なお、本研究タイトルにある IC タグをもちいた標本管理は、各収蔵保管施設との調整が必要

であったため、本研究期間内での実施を見送った。 
 
（平成２８年度） 
主にデータの画像処理と、データウェブサイトのリニューアルを中心に作業を進めた。画像

処理が完了した写真データ 200 点および 3Ｄデータ 22点をウェブサイトに公開した。また、公
的機関以外が所蔵先になっているタイプ標本について、関係者への聞き取り調査を行い、保管
状況について調査を行った。 
 
（平成２９年度） 
九州大学総合研究博物館、北海道大学総合博物館、むかわ町立穂別博物館、豊橋市自然史博

物館、横須賀市自然・歴史博物館の５施設に収蔵されている白亜紀アンモナイトのタイプ標本
（ホロタイプ）の収蔵状況の調査、およびホロタイプの写真撮影と 3Dスキャニングを実施した。  
九州大学総合研究博物館では、36 点の白亜紀アンモナイトのホロタイプの撮影および 3D ス

キャニングを行った。本施設の現地調査において、他機関（東京教育大学）の登録番号の付い
たホロタイプを複数点発見した。北海道大学総合博物館では、5 点の白亜紀アンモナイトのホ
ロタイプの撮影および3Dスキャニングを行った。しかしながら、収蔵記録があるKossmaticeras 
theobaldianum paucicostatum のホロタイプ１点の発見はできなかった。 
むかわ町立穂別博物館で 4点、また、横須賀市自然・歴史博物館で 2点の白亜紀アンモナイ

トのホロタイプの撮影および 3D スキャニングを行った。豊橋市自然史博物館は、ホロタイプ１
点（Yokoyamaoceras yokoii）を収蔵していることが記載論文から確認できるが、現地調査にお
いて、本標本の収蔵を確認することはできなかった。標本台帳や収蔵状況から判断すると、本
標本が豊橋市自然史博物館に保管された形跡はなく、本種を記載した研究者が所属していた九
州大学に保管されている可能性が高いと考えられる。 
以上の調査において、撮影した写真データすべては、ウェブサイトに掲載した。 

 
（平成３０年度） 
秋田大学鉱業博物館とドイツ・ミュンヘンにあるバイエルン州立古生物学・地質学博物館の

2 施設に収蔵されている白亜紀アンモナイトのタイプ標本（ホロタイプ・レクトタイプ）の収



蔵状況の調査、およびタイプ標本の写真撮影と 3Dスキャニングを実施した。秋田大学鉱業博物
館では、白亜紀アンモナイトのホロタイプの 1点（Pseudokossmaticeras yagii）の撮影および
3D スキャニングを行った。P. yagii は、記載論文での記述では、北海道炭礦汽船株式会社のコ
レクションとして登録されているが、北海道炭礦汽船は、1995 年に会社更生法を申請しており、
その前後でコレクションが散逸したものと思われる。また、北海道の白亜紀アンモナイトのホ
ロタイプおよびレクトタイプなど、7 点が収蔵されているドイツ・ミュンヘンのバイエルン州
立古生物学・地質学博物館を訪れ、写真撮影を行った。標本の 3Dスキャニングについては、機
材の運搬の問題があり、今回は見送った。これらの北海道の白亜紀アンモナイトのホロタイプ
およびレクトタイプは、古生物学者の横山又二郎博士が、ドイツ留学中の 1890 年に学術誌
（Palaeontographiea）に新種記載したものであり、現在もバイエルン州立古生物学・地質学博
物館に収蔵されていることをあらためて確認できた。 
以上の調査において、撮影した写真データすべてを、ウェブサイトに掲載した。また、タイ

プ標本のデータネットワーク構築のため、本ウェブサイトに掲載している写真および 3Ｄデー
タを日本古生物標本横断データベースの運営者に提供した。 
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